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第 1 章は、序論で、有機ケイ素系高分子の研究動向、有機 EL 素子に関する一般事項、ならびに本研究の目的、お
よび本論文の構成について記述している。
第 2 章では、より厳密な EL 素子特性評価のために、素子作製プロセスの高度化を図り、大気中に出すことなく有
機層から金属層まで一貫して成膜できる真空蒸着装置を新規に開発し、その EL 素子特性への効果を実証しているo
第 3 章では、ポリシラン主鎖に一連の縮合多環炭化水素と精密に制御した長さのシラニレンを交互に有するケイ素
系高分子を合成し、その分光学的特性ならびに EL 素子特性を評価し、 EL 素子への応用の可能性を検討している。






第 5 章では、ケイ素連鎖を切ることなく主鎖に π共役系を導入するために、ポリシランのケイ素を共有したシロー










新しい機能を賦与するために種々の π共役系を導入し、それらの新規ケイ素系高分子の光・電子機能を EL (電界発
光)素子特性の評価を通じて、新しい有機ケイ素系高分子材料の開発を行った研究成果をまとめたもので、その成果
を要約すると次の通りであるo













つ新規なポリシラン (PDMS-S) を評価し、この PDMS-S が、 u共役性ポリシランと同等の高いホール注入・
輸送特性を有するだけなく、シロールによる電子注入・電子輸送特性と青色発光特性を有することを見い出し、
ポリシランと導入した π電子系両者の特徴を有する新しい光・電子機能性ケイ素系高分子となり得ることを示し
ている。
以上のように、本論文は、有機ケイ素系高分子の電界発光への応用に関して多くの有用な研究成果を上げており、
従来、ほとんど系統だって評価されていなかったケイ素系高分子の EL 素子特性を明らかにし、さらに高効率素子構
築のために有効な材料であることを示したもので、ケイ素材料化学の発展に寄与するところが大き~ '0 よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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